
4
April

● 定額給付金・子育て応援特別手当 
　 申請受付開始 
● 3年に一度の固定資産の評価替え 
● 平成21年度施政方針が明らかに 
● 水道料金の滞納者には、給水停止措置もあり 
● リサイクルステーションまんのう 
　 資源ごみの一般搬入が可能に 

4月号の 
主な内容 

〈平成21年3月1日現在〉 

●人口 20,279 人 （前月比－19人） 
　　男： 9,721 人 
　　女： 10,558 人 

●世帯数 6,991世帯 （前月比＋1世帯） 

森のコンサート（オーケストラの演奏会） 
＝関連記事18ページ 

2 0 0 9 .vol .37

まちの 
動き 

●この広報誌の内容は、ホームページでもご覧いただけます。 まんのう町 
携帯版ホームページは、 
こちらのQRコードから⇒ 
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ま
ん
の
う
町
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
対
象
者
に
定
額
給
付
金
を
給
付
す
る
に
当

た
り
、
3
月
下
旬
、
各
世
帯
に
申
請
書
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
定
額
給
付
金
の
給
付
は
、

そ
の
申
請
書
を
町
が
受
け
取
り
次
第
、
順
次

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
、平
成
21
年
9
月
30
日
（
申

請
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
消
印
有
効
。）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

申
請
書
そ
の
他
の
お
送
り
す
る
文
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問 

対
象
者
は
、
誰
に
な
る
の
？

答 

平
成
21
年
2
月
1
日
（
基
準
日
）
現
在
で
、

ま
ん
の
う
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
方
と
、
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
（
短
期
滞
在
者
や
不
法
滞
在
者

を
除
き
ま
す
。）
で
す
。

問  

一
人
当
た
り
、
い
く
ら
も
ら
え
る

の
？

答 

65
歳
以
上
の
方
ま
た
は
18
歳
以
下
の
方

は
、
２
０
、０
０
０
円
で
す
。
そ
れ
以
外
の
方

は
、
１
２
、０
０
０
円
で
す
。

問  

申
請
を
す
る
の
と
お
金
を
受
け
取

る
の
は
、
誰
に
な
る
の
？

答 

原
則
と
し
て
基
準
日
現
在
で
の
世
帯
主
と

な
り
ま
す
。
外
国
人
の
方
は
、
原
則
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
給
付
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

問  

代
理
で
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
？

答 

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
可
能
で
す
。

例
え
ば
、
世
帯
主
の
方
と
同
じ
世
帯
の
構
成

者
な
ど
で
す
。

問 

ど
う
や
っ
て
申
請
す
る
の
？

答 

申
請
方
法
は
、
主
に
2
種
類
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、「
郵
送
申
請
方
式
」
と
呼
ば
れ
る

方
法
で
す
。
こ
れ
は
、
申
請
者
（
世
帯
主
ま

た
は
そ
の
代
理
人
）
が
申
請
書
を
郵
送
に
よ

り
町
に
提
出
し
、
町
が
申
請
者
か
ら
通
知
さ

れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
む
と
い
う

や
り
方
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
窓
口
申
請
方
式
」
と
呼
ば

れ
る
方
法
で
す
。
こ
れ
は
、
申
請
者
が
申
請

書
を
町
の
窓
口
に
提
出
し
、
町
が
申
請
者
か

ら
通
知
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込

む
と
い
う
や
り
方
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
振
り
込
み
に
よ
る
給
付
が
困

難
な
場
合
は
、「
窓
口
現
金
受
領
方
式
」
と
呼

ば
れ
る
、
申
請
者
が
申
請
書
を
町
の
窓
口
に

提
出
し
、
町
が
窓
口
で
現
金
に
よ
り
給
付
す

る
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。

問  

申
請
方
法
で
注
意
す
る
こ
と
は
あ

る
の
？

答 

「
郵
送
申
請
方
式
」
や
「
窓
口
申
請
方
式
」

で
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
次
の
書
類

を
申
請
書
の
裏
面
に
は
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
者
の
公
的
身
分
証
明
書
（
写
真
付
き

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅

券
な
ど
）
の
写
し
と
、
振
込
先
口
座
の
金
融

機
関
名
や
口
座
番
号
、
口
座
名
義
人
（
カ
ナ
）

が
分
か
る
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写

し
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

定
額
給
付
金
事
業
対
策
室

　

薀
（
７
３
）
０
１
０
０

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

4
月
１
日
か
ら
定
額
給
付
金
の
申
請
受
付
を
始
め
ま
す

※
町
の
窓
口
で
現
金
を
受
け
取
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

定額給付金の給付を 
装った「振り込め詐欺」 
にご注意を 

定額給付金の給付を 
装った「振り込め詐欺」 
にご注意を 
こんなことは、絶対にありません。 
■まんのう町や他の行政機関などが、ATM（現金自動預払機）の操作を 
　お願いすること。 
■ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうこと。 
■まんのう町や他の行政機関などが、給付のために手数料などの振り込 
　みを求めること。 

不審な電話がかかってきたら、 迷わず琴平警察署�（75）0110または 警察相談電話＃9110にご連絡ください。 

「子育て応援特別手当」の支給申請受付 
　※町の窓口で現金を受け取る場合を除きます。 

　申請書の郵送時期や取り扱いは、定額給付金の申請手続きに準じます。 
詳しくは、役場からお送りする文書をご覧ください。 
○支給対象となる子 
　生年月日が平成14年4月2日から平成17年4月1日までに該当する第2子以降の子 
○支　給　額／支給対象児童一人につき36,000円 
○支　給　先／支給対象となる子の属する世帯の世帯主 
○支給手続き／各世帯主の申請に基づき支給 
【問い合わせ先】 
福祉保険課　�（73）0124

4月1日開始 
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固
定
資
産
（
土
地
と
家
屋
）
の
評
価
額
は

３
年
に
一
度
、
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
合
併
後
最
初
の
評
価
替

え
の
年
に
当
た
り
、
大
規
模
な
評
価
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
見
直
し
事
項
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
土
地

①
宅
地
単
価
の
見
直
し

　

町
内
全
域
の
宅
地
の
価
格
を
、
不
動
産
鑑

定
士
に
よ
る
鑑
定
価
格
の
７
割
を
め
ど
に
均

衡
化
・
適
正
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
雑
種
地
評
価
の
見
直
し

　

お
お
む
ね
、
宅
地
に
接
続
し
な
い
、
次
の

用
途
の
土
地
は
、
雑
種
地
と
し
て
宅
地
並
み

に
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
屋
外
自
動
車
展
示
場
、
廃
車
置

き
場
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
用
途
以
外
で
も
、
現
況
が
宅
地

に
類
似
し
て
い
る
場
合
は
、
雑
種
地
と
し
て

評
価
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
現
に
建
物
が
建
設
さ
れ
て
い
な

い
土
地
で
あ
っ
て
も
、
建
物
の
敷
地
の
用
に

供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場

合
、
例
え
ば
、
建
物
の
新
築
工
事
に
着
手
し

て
い
る
、
分
譲
宅
地
と
し
て
整
地
が
完
了
し

て
い
る
、
ま
た
は
住
宅
建
築
を
目
的
に
転
用

さ
れ
整
地
が
完
了
し
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
場

合
は
、
雑
種
地
で
は
な
く
宅
地
と
し
て
評
価

さ
れ
ま
す
。

③
宅
地
等
介
在
農
地
の
見
直
し

　

農
地
法
第
４
条
第
１
項
お
よ
び
第
５
条
第

１
項
に
よ
る
転
用
許
可
を
受
け
た
農
地
は
、

転
用
が
行
わ
れ
ず
実
際
の
現
況
は
農
地
で
も
、

実
質
的
に
は
宅
地
な
ど
と
し
て
の
潜
在
的
価

値
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
況
の
農
地
の
評
価
で
は
な
く
、
宅
地
等
介

在
農
地
と
し
て
宅
地
に
比
準
し
た
評
価
と
な

り
ま
す
。

④
住
宅
用
地
の
見
直
し

　

賦
課
期
日
（
１
月
１
日
現
在
）
に
お
い
て
、

評
価
済
み
の
居
住
用
家
屋
が
存
在
し
、
そ
の

家
屋
で
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
宅
地
に
つ
い

て
は
、
住
宅
用
地
と
し
て
課
税
標
準
の
特
例

が
適
用
さ
れ
、
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
の
家
屋
を
す
べ
て
取
り
壊
し

て
更
地
と
な
っ
た
場
合
や
、
住
宅
と
し
て
の

用
途
を
変
更
し
た
場
合
は
、
住
宅
用
地
の
特

例
が
適
用
さ
れ
ず
非
住
宅
用
地
と
な
る
の
で
、

課
税
標
準
額
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
宅
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る

土
地
や
、
住
宅
が
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
土
地

は
、
住
宅
用
地
と
は
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑤
現
況
に
よ
る
課
税
地
目
の
見
直
し

　

通
常
、
登
記
簿
上
の
地
目
と
現
況
地
目
と

は
一
致
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
登
記

地
目
と
現
況
地
目
が
一
致
し
な
い
場
合
は
、

登
記
地
目
に
関
係
な
く
利
用
状
況
か
ら
判
断

し
、
現
況
に
よ
り
課
税
地
目
を
見
直
し
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
宅
地
に
隣
接
し
た
畑
を
宅
地
と

し
て
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
現
況
に
よ
り

宅
地
と
し
て
評
価
さ
れ
、
田
を
資
材
置
き
場

と
し
て
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
現
況
に
よ

り
雑
種
地
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。

■
家
屋

　

在
来
分
家
屋
の
評
価
額
は
、
実
際
に
建
築

さ
れ
た
と
き
の
評
価
額
に
そ
の
後
の
建
築
物

価
の
変
動
割
合
と
、
建
築
後
の
年
数
の
経
過

に
よ
る
減
価
割
合
（
経
年
減
点
補
正
率
）
を

掛
け
合
わ
せ
て
再
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

建
築
年
数
が
経
過
す
れ
ば
、
家
屋
の
価
値

は
下
が
る
の
で
、
評
価
額
も
下
が
り
ま
す
。

た
だ
し
、
資
材
費
や
労
務
費
な
ど
の
建
築
費

の
上
昇
率
が
、
経
年
減
点
補
正
率
を
上
回
る

場
合
は
、
評
価
額
が
下
が
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
最
低
価
格
に
達
し
た
家
屋
に
つ
い

て
も
、
評
価
額
は
下
が
り
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
の
評
価
替
え
・
帳
簿
の
縦
覧

　固定資産課税台帳を基に作成 
される土地価格等縦覧帳簿や家 
屋価格等縦覧帳簿により、土地 
または家屋の価格をご覧いただ 
けます。 

■縦覧期間／4月1日（水）～5月29日（金） 
　　　　　　※土日、祝日を除きます。 
■縦覧場所／役場税務課、琴南支所、仲南支所 

平
成
21
年
度
は
、
固
定
資
産
の
評
価
替
え
の
年
で
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
４
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昨
年
度
策
定
さ
れ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
『
ま
ん
の
う
町
総
合
計
画
』

に
掲
げ
る
施
策
や
事
業
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
少
子
高
齢
化
に
向
け
た
総
合
的
な
地

域
福
祉
施
策
や
多
様
化
す
る
政
策
課
題
に
着

実
に
対
応
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
満
足
度
を

高
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
な
る
新
町

の
一
体
感
の
醸
成
や
町
民
福
祉
の
向
上
、
均

衡
あ
る
町
の
発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

■
財
政
改
革

【
歳
出
面
】

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
道
路
な
ど
社

会
資
本
や
土
地
改
良
施
設
関
係
な
ど
の
整
備

の
必
要
性
を
十
分
認
識
し
、
国
や
県
な
ど
の

関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
事
業
の
選

択
を
行
い
、
町
に
負
担
の
少
な
く
、
実
効
性

の
あ
る
事
業
の
展
開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

経
常
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
へ
の
経

費
削
減
の
意
識
付
け
を
よ
り
一
層
行
い
、
金

額
の
多
少
で
は
な
く
消
耗
品
や
光
熱
費
な
ど

に
至
る
ま
で
節
約
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
単
独
で
実
施
し
て
い
る
、
医
療
費
の
支

給
や
幼
稚
園
保
育
料
の
減
免
な
ど
の
助
成
事

業
の
見
直
し
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
町
民
の
皆
さ

ま
の
納
税
な
ど
の
義
務
の
履
行
は
、
互
い
に

補
完
し
合
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に

立
ち
、
助
成
事
業
の
実
施
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
歳
入
面
】

　

自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
は
、
財
源

確
保
だ
け
で
な
く
納
税
の
公
平
性
の
確
立
を

図
る
た
め
に
も
適
正
、
公
平
な
課
税
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
収
納
業
務
の
向
上
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
滞

納
整
理
の
関
係
機
関
な
ど
と
密
接
に
連
携
し

な
が
ら
徴
収
事
務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
、
い
わ
ゆ
る
ふ
る

さ
と
納
税
を
広
く
お
願
い
し
、
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

■
行
政
改
革

◆
組
織
の
改
編

　

事
務
の
集
約
と
合
理
化
を
図
り
、
町
民
の

皆
さ
ま
が
で
き
る
だ
け
1
カ
所
で
用
事
を
済

ま
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
課
の
統
廃
合
を

行
い
ま
す
＝
下
図
参
照
。
今
後
も
、
さ
ら
に

ス
リ
ム
化
を
図
り
効
率
の
良
い
組
織
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

職
員
数
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
設
定
値
よ
り
前
倒
し
で
進
ん
で
い

ま
す
。
今
後
も
適
正
な
管
理
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
事
務
事
業
評
価

　

昨
年
度
、
２
６
０
事
務
事
業
の
評
価
を
行

い
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
昨
年

度
実
施
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
「
分
析
シ
ー

ト
」
を
作
成
し
、
問
題
点
の
改
善
策
を
生
み

出
す
こ
と
に
よ
り
、
予
算
編
成
へ
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
導

入
当
初
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
多
く

が
直
ち
に
予
算
編
成
に
結
び
付
く
結
果
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
本
年
度
に

お
い
て
も
ま
だ
多
く
の
未
評
価
事
務
事
業
が

残
っ
て
お
り
、
継
続
的
な
実
施
を
行
う
こ
と

が
改
革
に
つ
な
が
り
予
算
編
成
に
結
び
付
い

て
い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
職
員
の
人
材
育
成

　

新
た
な
職
員
研
修
制
度
の
実
施
の
検
討
を

行
い
、
職
員
の
能
力
向
上
や
育
成
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

◆
広
聴
広
報
の
充
実

　

自
治
会
長
会
を
実
施
し
、
直
接
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
課
題
や
要
望
を

明
確
に
し
た
上
で
、
問
題
解
決
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
定
期
的
な
町
長
相
談
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
放
送
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
利
用
し
て
行
政
や
地
域
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を
活
用
し
、

広
く
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

て
、
施
策
へ
の
参
画
の
機
会
を
拡
充
し
て
い

き
ま
す
。

◆
財
政
状
況
の
公
表

　

財
政
状
況
の
度
合
い
を
示
す
数
値
化
と
公

表
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
利
用
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

■
教
育

◆
教
育
施
設
の
耐
震
化
事
業
の
継
続

　

長
炭
小
学
校
校
舎
と
体
育
館
の
耐
震
工
事

が
完
了
し
、
町
内
小
学
校
施
設
の
棟
数
に
お

け
る
耐
震
化
率
は
90
％
を
超
え
ま
し
た
。
今

施
政
方
針「

元
気
元
気
ま
ん
ま
ん
　
ま
ん
の
う
町
」
に 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
な
る
た
め
に
、今
年
度

今
年
度
は
何
を
何
を
す
る
？ 

※
3
月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
21
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
町
長
が
述
べ
た

　
施
政
方
針
を
基
に
し
て
い
ま
す
。
 

「
元
気
元
気
ま
ん
ま
ん
　
ま
ん
の
う
町
」
に 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
な
る
た
め
に
、今
年
度

今
年
度
は
何
を
何
を
す
る
？ 
「
元
気
ま
ん
ま
ん
　
ま
ん
の
う
町
」
に 

　
　
　
　
　
な
る
た
め
に
、今
年
度
は
何
を
す
る
？ 

課などの統廃合 

商工観光課 
産業経済課 
【�73-0105】 

住民生活課 
【�73-0101】 

建設課に移管 

農　林　課 

住　民　課 

環境保全課 

下水道部門 
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年
度
で
は
、
琴
南
中
学
校
校
舎
棟
・
体
育
館
、

満
濃
南
・
仲
南
両
小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

の
耐
震
改
修
設
計
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
耐
震
工
事
に
つ
い
て
も
、
順
次
計
画
し

て
い
き
ま
す
。
幼
稚
園
や
保
育
所
に
つ
い
て

も
今
後
計
画
的
に
耐
震
工
事
の
計
画
を
作
成

し
、
安
心
安
全
な
施
設
に
し
て
い
き
ま
す
。

◆
満
濃
中
学
校
の
改
築

　

本
年
度
、
基
本
構
想
委
託
料
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
町
議
会
の
満
濃
中
学
校
改
築
調
査

特
別
委
員
会
で
の
協
議
も
受
け
な
が
ら
、
平

成
25
年
４
月
の
新
校
舎
開
校
に
向
け
て
、
作

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆ 

目
指
す
は
、
15
歳
ま
で
の
一
貫
教

育

　

仲
間
と
共
に
、
よ
く
学
び
、
心
身
と
も
に

健
や
か
な
子
供
を
育
成
す
る
た
め
、
ゼ
ロ
歳

児
か
ら
15
歳
ま
で
、
学
習
面
や
生
活
面
で
の

一
貫
し
た
教
育
を
目
指
し
、
確
か
な
学
力
、

主
体
的
な
学
び
を
育
て
る
学
習
指
導
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
心
を
耕
す
生
徒
指
導
の
充

実
、
心
と
体
の
健
康
と
体
力
の
向
上
、
開
か

れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

中
学
生
の
、
職
場
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
、
道
徳
的
実
践
力
の
育
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
国
際
感
覚
豊
か
な
子
供

た
ち
を
育
て
る
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
教
材
を
活
用
し
、
郷
土
の
歴
史

や
地
域
の
産
業
、
郷
土
芸
能
な
ど
ふ
る
さ
と

学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

情
報
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
琴
南
中

学
校
の
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
を
更
新
す
る
と
と

も
に
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
の

更
新
を
行
い
ま
す
。

◆ 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
配

置

　

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
不
審
者
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
不
審
者
情
報
の
収
集
や

素
早
い
関
係
機
関
へ
の
周
知
、
パ
ト
ロ
ー
ル

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
、
す

べ
て
の
小
中
学
校
へ
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
配
置
を
行
い
ま
す
。

◆ 
町
独
自
の
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
を

設
立

　

琴
平
地
区
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
を
解
消
し
、

新
た
に
町
独
自
の
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
を
旧

仲
南
北
小
学
校
校
舎
内
に
設
立
し
ま
す
。
地

域
に
密
着
し
た
青
少
年
育
成
活
動
の
充
実
が

図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆ 

四
条
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の

整
備

　

四
条
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
の
検

討
を
行
い
、
早
け
れ
ば
本
年
度
中
の
実
施
を

考
え
て
い
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

　

退
職
を
迎
え
る
団
塊
世
代
を
対
象
に
生
涯

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
を
開
催
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
や
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
を
図
り
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
促
進

　

体
育
館
、
武
道
館
、「
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
仲
南
」
な
ど
従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

加
え
、「
か
り
ん
の
丘
公
園
」
の
利
用
を
推
進

し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
者
数
の
増
加
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

◆
文
化
振
興

　

国
指
定
史
跡
「
中
寺
廃
寺
跡
」
の
発
掘
調

査
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
中
寺

廃
寺
跡
史
跡
整
備
検
討
委
員
会
の
報
告
を
受

け
て
、
史
跡
整
備
を
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
満
濃
池
の
名
勝
指
定
に
向
け
て
も
、

計
画
的
に
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
文
化
ホ
ー
ル
や
公
民
館
な
ど
を
利
用

し
た
文
化
事
業
を
実
施
し
、
芸
術
や
文
化
に

触
れ
る
機
会
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

■
福
祉
・
健
康

◆
出
産
・
子
育
て
支
援

　

妊
婦
診
察
受
診
券
を
５
枚
か
ら
14
枚
に
増

量
し
ま
す
。
妊
娠
届
け
時
か
ら
の
妊
婦
へ
の

不
安
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
の
妊
婦
訪
問
や
、

「
パ
パ
マ
マ
学
級
」、
助
産
師
や
保
健
師
に
よ

る
出
生
児
産
婦
へ
の
全
戸
訪
問
「
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
」
事
業
を
実
施
し
、
次
世
代
育

成
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆ 

「
病
院
群
輪
番
制
」
と
「
在
宅
当

番
制
」
の
継
続

　

中
讃
保
健
医
療
圏
内
の
市
町
が
連
携
し
、

休
日
や
夜
間
、
緊
急
時
に
た
ら
い
回
し
な
ど

が
な
い
よ
う
に
、「
病
院
群
輪
番
制
」
や
「
在

宅
当
番
制
」
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

中
讃
圏
域
健
康
生
き
が
い
中
核
事

業
の
実
動

　

本
年
度
、
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
実
動
し
ま
す
。
従
来
の
既
存
施
設
を
利
用

し
、
各
種
の
運
動
器
具
を
設
置
し
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
生
活
習
慣
病
や
介
護
予
防
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
受
診
率
の
向
上

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
予
防
の
た
め
の
特
定
健
康
診
査

の
受
診
率
を
高
め
、
特
定
保
健
指
導
を
充
実

し
て
い
き
ま
す
。
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
高

め
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
役
立
つ
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
糖
尿
病
対
策

　

個
別
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
た
糖

尿
病
予
防
の
相
談
や
指
導
を
行
い
、
糖
尿
病

要
医
療
・
要
指
導
者
の
減
少
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
介
護
保
険
事
業

　

特
に
、
要
支
援
者
を
対
象
に
状
況
を
改
善

し
、
悪
化
を
防
ぐ
予
防
給
付
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
地
域
支
え
合
い
事
業
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
策
定
し
た
、「
ま
ん
の
う
町
高
齢
者

福
祉
計
画
及
び
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

施
政
方
針
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を
基
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
健
康
で
役
割
と

生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て
生
涯
を
過
ご

せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
介
護
保
険
の
円
滑

な
実
施
と
、
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
計
画
的
な
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
推
進

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
進
め
て
い
る
、
地
域

で
お
互
い
に
支
え
合
う
「
命
見
守
り
、
ほ
っ

と
安
心
」
事
業
や
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
作

り
の
支
援
を
行
い
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
、
情
報
基
盤
施
設
を
利
用
し
た
、

地
震
な
ど
を
事
前
に
告
知
す
る
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議

会
や
民
生
委
員
、
消
防
団
な
ど
と
連
携
し
、

地
域
の
福
祉
や
防
災
の
充
実
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

■
環
境

　

貴
重
な
森
林
が
残
っ
て
い
る
わ
が
町
の
代

表
と
し
て
、
森
林
保
護
の
大
切
さ
を
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
じ
て
訴
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向
け
た
総
合
的
な
取

り
組
み
を
行
う
た
め
に
、
本
年
度
、「
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
実
行
計
画
策
定
委
員
会
」
を

設
立
し
、
平
成
22
年
度
に
は
実
行
計
画
の
策

定
を
行
い
ま
す
。

　

資
源
ご
み
の
分
別
細
分
化
に
よ
る
リ
サ
イ

ク
ル
化
率
の
向
上
と
、
生
ご
み
処
理
機
な
ど

の
購
入
金
補
助
に
よ
る
ご
み
の
排
出
量
の
削

減
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
の
豊
か
な
環
境
保
全
や
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
町
内
一
斉
清
掃
参
加
者
が
増
え
る

環
境
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

■
人
権

◆
人
権
啓
発

　

人
権
啓
発
と
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た

拠
点
づ
く
り
と
、
地
区
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
を
拡
充
す
る
た
め
、
長
尾
会
館

の
増
改
築
を
行
い
ま
す
。

　

差
別
問
題
や
い
じ
め
、
家
庭
内
暴
力
な
ど

の
相
談
体
制
の
充
実
と
連
携
の
強
化
を
図
る

た
め
に
、
人
権
擁
護
委
員
や
民
生
委
員
な
ど

の
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
研
修
会
や
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　

保
育
時
間
の
延
長
な
ど
の
検
討
を
行
い
、

若
い
お
母
さ
ん
方
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
や
、
男
女
共
に
参
加
で
き

る
高
齢
者
の
看
護
・
介
護
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
努
め
ま

す
。■

社
会
基
盤

◆ 

デ
マ
ン
ド
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の

実
証
運
行

　

昨
年
度
、
公
共
交
通
全
体
に
対
す
る
再
編

と
維
持
発
展
を
核
と
す
る
連
携
計
画
の
策
定

を
行
う
た
め
「
ま
ん
の
う
町
地
域
公
共
交
通

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
ま
ん
の
う
町
の
地

域
公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
、
検

討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
秋
ご
ろ
か
ら

デ
マ
ン
ド
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行

を
開
始
し
、
平
成
22
年
度
の
本
格
運
行
に
向

け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
給
水
設
備
の
整
備

　

満
濃
池
に
か
か
る
浄
水
場
の
水
源
確
保
対

策
に
つ
い
て
は
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
、
照
井
地
区
か
ら
の
取

水
工
事
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
将
来

を
見
据
え
て
、
高
屋
原
浄
水
場
か
ら
仲
南
地

区
へ
の
配
水
管
敷
設
工
事
の
実
施
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
老

朽
管
の
更
新
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
情
報
基
盤
施
設
の
有
効
利
活
用

　

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の
生
活
者
へ

の
高
度
な
福
祉
行
政
へ
の
展
開
、
地
域
内
放

送
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
、
町
関
係
施
設
の
Ｉ
Ｐ
電
話

化
な
ど
、
い
か
に
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
か
、
そ
の
利
活
用
の
可
能
性
を
調

査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

◆
か
り
ん
の
丘
公
園
の
利
用
促
進

　

か
り
ん
の
丘
公
園
は
、
野
球
場
や
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
広
場
、
多
目
的
広
場
、
芝
生
広
場
な

ど
に
加
え
、
県
下
で
も
少
な
い
ト
ラ
イ
ア
ル

ラ
ン
ド
を
備
え
た
総
合
公
園
で
あ
る
と
と
も

に
、
災
害
時
の
備
品
倉
庫
も
備
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
だ
け
で
な
く
、
広
く
町
外
の

方
々
に
も
お
知
ら
せ
し
、
自
然
豊
か
な
「
か

り
ん
の
丘
公
園
」
を
子
供
た
ち
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
多
く
の
人
た
ち
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
＝
関
連
記
事
11

ペ
ー
ジ
。

◆
土
地
改
良
事
業

　

本
年
度
か
ら
国
営
農
業
用
水
再
編
対
策
事

業
と
し
て
香
川
用
水
土
器
川
沿
岸
地
区
の
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。
県
営
事
業
に
お
い
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の
土
地
改
良
整
備
事
業
が

進
ん
で
い
ま
す
。
国
や
県
と
連
絡
し
な
が
ら

事
業
の
推
進
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
高
齢

化
に
よ
り
、
水
路
な
ど
の
維
持
管
理
が
困
難

に
な
っ
て
お
り
、
地
域
で
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

◆
道
路
網
の
整
備

　

国
道
や
県
道
の
整
備
を
強
く
要
望
し
て
い

く
と
と
も
に
、
町
道
と
農
道
の
改
良
も
順
次

実
施
し
、
道
路
網
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

◆ 

個
人
の
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事

業
の
継
続

■
既
存
資
産
の
有
効
利
活
用

　

旧
小
学
校
施
設
の
有
効
利
用
や
、
空
き
家
・

空
き
地
の
情
報
を
収
集
し
、
計
画
的
な
土
地

の
利
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

施
政
方
針
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■
地
域
経
済
対
策

　

国
の
経
済
対
策
に
基
づ
き
、
雇
用
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
商
品
券
事
業
の

未
換
金
分
を
原
資
と
し
て
補
助
金
付
き
商
品

券
の
発
行
も
計
画
し
、
購
買
意
欲
の
喚
起
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

■
観
光
振
興

　

本
年
度
に
観
光
協
会
を
設
立
し
、
観
光
の

推
進
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
ば
栽
培
や
そ
ば
打
ち
体
験
の
参
加
者
募

集
や
満
濃
池
巡
り
な
ど
、
ま
ん
の
う
町
の
特

性
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
町
内
外

の
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
国
際
交
流

　
「
ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会
」
が
中
心
と

な
り
、
町
民
対
象
の
海
外
派
遣
の
実
施
や
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
、
国

際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

■
鳥
獣
害
防
止
対
策

　
「
ま
ん
の
う
町
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
協
議

会
」
を
設
立
し
て
、
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策

事
業
を
実
施
し
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
箱
わ
な

の
導
入
な
ど
を
行
い
ま
す
。
新
た
に
町
単
独

事
業
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ
等
捕
獲
補
助
金
を
計

上
し
、
農
産
物
被
害
の
減
少
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

【
原
案
否
決
】

ま
ん
の
う
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

議
員
定
数
を
現
行
の
21
人
か
ら
13
人
に
す

る
も
の
。

ま
ん
の
う
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

議
員
定
数
を
現
行
の
21
人
か
ら
16
人
に
す

る
も
の
。

ま
ん
の
う
町
議
会
議
員
選
挙
区
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
つ
い
て
、
現
行

の
満
濃
選
挙
区
12
人
、
琴
南
選
挙
区
４
人
、

仲
南
選
挙
区
５
人
を
、
そ
れ
ぞ
れ
９
人
、
３

人
、
４
人
に
す
る
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
前

記
の
案
件
が
否
決
さ
れ
た
た
め
、
議
決
の
必

要
が
な
し
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
継
続
審
査
】

◆ 

ま
ん
の
う
町
木
造
住
宅
建
築
奨
励

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆ 

家
族
従
事
者
の
人
権
保
障
の
た
め

「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め

る
意
見
書
」

【
原
案
可
決
】

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て■ 

平
成
20
年
度
都
市
公
園
等
統
合
補
助
事
業

満
濃
町
総
合
公
園
整
備
工
事
（
１
工
区
）

　

横
山
片
倉
朱
雀
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
（
株
式
会
社
横
山
組
、
株
式
会
社
片
倉
工

務
店
、
株
式
会
社
朱
雀
産
業
）
と
の
右
記
工

事
の
契
約
金
額
を
９
、２
７
０
万
７
、６
５
０

円
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■ 
平
成
20
年
度
都
市
公
園
等
統
合
補
助
事
業

満
濃
町
総
合
公
園
整
備
工
事
（
２
工
区
）

　

南
部
建
設
共
同
企
業
体
（
株
式
会
社
澤
村

組
、
光
穂
建
設
株
式
会
社
、
株
式
会
社
住
久

設
備
）
と
の
右
記
工
事
の
契
約
金
額
を
１
億

89
万
３
０
０
円
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

■ 

平
成
20
年
度
長
炭
小
学
校
校
舎
棟
・
体
育

館
耐
震
及
び
大
規
模
改
修
工
事

　

株
式
会
社
高
岸
工
務
店
と
の
右
記
工
事
の

契
約
金
額
を
３
億
２
、２
２
４
万
５
、０
０
０

円
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
原
案
可
決
】

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
億
４
、５
４
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
96

億
９
、５
９
２
万
５
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し

た
。

町
議
会
・
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
国
の
人
事
院
勧
告
に
そ
っ
て
「
ま

ん
の
う
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
」
が
改
正
さ
れ
、

４
月
１
日
か
ら
職
員
の
休
憩
時
間
が

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

ま
ん
の
う
町
議
会

定 

例 

会

◆
平
成
20
年
第
4
回

会
期
／
12
月
11
日
〜
22
日

4月6日～15日 

春の全国交通安全運動 
子どもと高齢者の 
交通事故防止を 

春の全国交通安全運動 春の全国交通安全運動 
子どもと高齢者の 
交通事故防止を 

臨 

時 

会

◆
平
成
21
年
第
1
回会

期
／
2
月
5
日

◆
平
成
21
年
第
2
回会

期
／
2
月
19
日
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
付
す
る
際

に
、
４
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の
は
、

①
２
月
の
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ

て
い
た
場
合
②
平
成
20
年
度
の
途
中
で
長
寿

医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加

入
し
、
新
た
に
４
月
か
ら
年
金
天
引
き
が
で

き
る
と
判
定
さ
れ
た
場
合̶

の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
た
と
き
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場

合
、
４
、６
、８
月
の
年
金
か
ら
一
定
額
が
保

険
料
と
し
て
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
の
保
険
料
額
に
つ
い
て
は
、
７

月
に
お
送
り
す
る
、
平
成
21
年
度
の
「
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
の
通
知
書
に
は
、
平
成
20
年
中
の
所
得
を

基
に
算
出
さ
れ
た
、
年
間
の
保
険
料
額
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
の
場
合

　

天
引
き
さ
れ
る
額
は
、
２
月
に
天
引
き
さ

れ
た
金
額
と
同
額
で
す
。
な
お
、
こ
れ
に
該

当
す
る
方
に
は
、
特
別
徴
収
開
始
の
お
知
ら

せ
を
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

②
の
場
合

　

天
引
き
さ
れ
る
額
は
、
平
成
20
年
度
、
す

な
わ
ち
、
昨
年
４
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
の

１
年
間
、
制
度
に
加
入
し
て
い
た
と
仮
定
し

て
算
出
さ
れ
た
保
険
料
額
の
６
分
の
１
の
額

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
に
該
当
す
る
方

に
は
、
４
月
上
旬
に
特
別
徴
収
開
始
の
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。

申
し
出
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
方

法
が
変
更
で
き
ま
す

　

保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

方
で
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
ご
希
望
す

る
場
合
は
、
役
場
税
務
課
、
各
支
所
の
い
ず

れ
か
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
後
の

必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

申
し
出
が
奇
数
月
の
場
合
は
、
３
カ
月
後
、

偶
数
月
の
場
合
は
、
４
カ
月
後
の
年
金
か
ら

天
引
き
が
中
止
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

　

薀
０
８
７
（
８
１
１
）
１
８
６
６

ま
ん
の
う
町
税
務
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
４

　
「
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
わ
れ
て
、
困
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。｢

顔
写
真
付
き｣

の

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
と
同
様
に

本
人
確
認
が
で
き
る
公
的
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
年
寄
り
の
方
な

ど
で
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
便

利
で
す
。

申
請
時
に
必
要
な
物

① 

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
官
公
署
発
行
の
物
）

②
認
印

③ 

写
真
１
枚
（
サ
イ
ズ
＝
縦
４
・
５
×
横
３
・
５

㎝
で
６
カ
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
無
帽
無

背
景
の
物
）

　

な
お
、
写
真
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
申

請
時
に
住
民
生
活
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口

で
無
料
撮
影
し
ま
す
。

注
意
点

① 

カ
ー
ド
発
行
ま
で
に
は
２
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
。

② 

カ
ー
ド
の
発
行
準
備
が
整
え
ば
文
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
お
送
り
し
た
文
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

③ 

ま
ん
の
う
町
か
ら
転
出
す
る
と
無
効
に
な

り
ま
す
。

【
申
請
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
住
民
生
活
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
１

琴
南
支
所
薀
０
８
７
７
（
８
５
）
２
１
１
１

仲
南
支
所
薀
０
８
７
７
（
７
７
）
２
１
１
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
住
基
カ
ー
ド

平
成
21
年
4
月
1
日
〜
平
成
23
年
3
月
31
日
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

住
基
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
き
）
の
交
付
手
数
料
が

２
年
間
無
料
に
！

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

４
月
か
ら
の
年
金
天
引
き
額
は
、
一
体
い
く
ら
に
な
る
？

■金融機関で口座を 
　新規に開設するとき 

■住民票の写しなどの 
　交付請求をするとき 

このほかにも、インターネットを 
使った電子申請での電子証明書の 
格納で使えます。 

運転免許証を自主返納 
する方にとっては、 
代わりの身分証明書に 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、平
成
21
年
７
月
31
日
で
す
。

　

年
度
途
中
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
場
合
は
、
誕
生
月
の
前
月
に
被
保

険
者
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

ま
ん
の
う
町
福
祉
保
険
課
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福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

１
回
の
乗
車
で

一
人
１
、０
０
０
円
分
使
用
可
能
に

　

現
在
、
４
月
１
日
か
ら
ご
利
用
可
能
な
「
福

祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
」
の
交
付
申
請
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
１
回

の
乗
車
に
つ
き
使
用
で
き
る
助
成
券
の
枚
数

が
２
枚
（
１
、０
０
０
円
分
）
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
助
成
券
を
お
持
ち
の
方
同

士
で
相
乗
り
を
す
れ
ば
、
よ
り
お
得
に
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
タ
ク
シ
ー
料
金
が
助
成
券
の
額

面
よ
り
小
さ
い
場
合
は
、
お
釣
り
が
出
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
６

平
成
21
年
度
の
国
保
税

4
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
場

合
、
一
体
ど
う
な
る
？

　

２
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
額
と
同

額
が
、
４
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

６
、８
月
の
年
金
天
引
き
額
に
つ
い
て
も
同
額

に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

額
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
お
送
り
す
る
、
平

成
21
年
度
の
「
納
税
通
知
書
」
と
「
決
定
通

知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
こ
の
通
知
書
に
は
、
平
成
20
年

中
の
所
得
を
基
に
算
出
さ
れ
た
、
年
間
の
国

保
税
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
度
の
途
中
で
、
世
帯
主
が
75
歳
に

な
る
場
合
は
、
気
を
付
け
て

　

世
帯
主
が
平
成
21
年
度
の
途
中
で
75
歳
に

な
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
年
度
途
中
で
長
寿

医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加

入
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
た
と
え

２
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
の
年
度
は
、
自
分
で
、
口
座
振
替
や
納
付

書
に
よ
り
国
保
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
国
保
税
額
に
つ
い
て
は
、
７
月

に
お
送
り
す
る
「
納
税
通
知
書
」
で
ご
確
認

の
上
、
同
月
以
降
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
税
務
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
４

4
月
1
日
申
請
分
か
ら
適
用

介
護
保
険
の
認
定
調
査
項
目
が

変
更
に

　

要
介
護
度
の
認
定
事
務
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
調
査
項
目
を
従
来
の
82
項
目
か

ら
74
項
目
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
変
更
内
容
は
、
主
治
医
の
意
見
書

で
代
替
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
調
査
項
目

か
ら
除
き
、
判
定
に
有
効
な
６
項
目
を
新
た

に
追
加
す
る
も
の
で
す
＝
左
表
参
照
。

要
介
護
度
の
認
定
方
法
は
変
わ
ら
ず

　

認
定
調
査
票
（
新
制
度
適
用
分
）
と
主
治

医
意
見
書
の
記
載
内
容
を
基
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
一
次
判
定
を
行
っ
た
後
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
専
門
家
に
よ
る
介
護
認
定
審

査
会
で
総
合
的
に
判
断
し
て
最
終
結
果
を
出

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
健
康
増
進
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
室

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
２
５

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
・
国
保
税
・
介
護
保
険
・
脳
の
健
康
教
室

追加された項目（6項目）
意味もなく独り言や独り笑いをする

認知症などによ
る行動障害の有
無を調査

自分勝手に行動する

話がまとまらず、会話にならない

集団への不適応

買い物 介助が行われて
いるかどうかを
調査簡単な調理

除かれた項目（14項目）
関節可動制限域（ひじ関節）

関節可動制限域（足関節）

じょくそう（床ずれ）

皮膚疾患

飲水

電話の利用

指示への反応

幻視、幻聴

暴言、暴行

火の不始末

不潔行為

異食行動

日中の生活

環境などの変化

　簡単な「読み」「書き」「計算」を通じて、脳の健康を保つととも 
に、人と人との交流や生きがいづくりを目指した教室です。 
■日　時／5月～9月（全22回）、毎週火曜日午前中60分程度 
■会　場／長炭地区活性化センター（なごみ館） 
■対象者／町内在住で介護を必要としない65歳以上の方 
■参加費／毎月1,500円（教材費を含みます。） 
■申込期限／4月20日（月） 
■主催者／満濃地域福祉推進委員会 
【申し込み先／問い合わせ先】 
まんのう町社会福祉協議会　�0877（73）3313

第4期「脳の健康教室」・参加者30人募集 
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リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
ん
の
う

4
月
か
ら
資
源
ご
み
の
一
般
搬
入
が

可
能
に

　

ま
ん
の
う
町
で
は
、
ご
み
出
し
は
自
治
会

単
位
で
行
っ
て
い
た
だ
き
、
原
則
と
し
て
、「
燃

や
せ
る
ご
み
」
は
週
１
回
、「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」
と
「
資
源
ご
み
」
は
月
１
回
、
収
集
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
、
自
治
会
へ
の
加
入
が
困

難
な
場
合
や
、
特
別
な
理
由
に
よ
り
決
め
ら

れ
た
日
に
資
源
ご
み
を
出
せ
な
か
っ
た
場
合

の
ご
み
処
理
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
資
源
ご
み
」
に
つ
い
て
は
、
指

定
さ
れ
た
日
時
＝
左
表
＝
に
「
リ
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
ん
の
う
」（
長
尾
１
１
５
６

番
地
１
）
へ
搬
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
受

け
入
れ
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

住
民
生
活
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
１

４
月
１
日
か
ら

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
機
器
に

新
た
に
2
品
目
追
加

　

対
象
機
器
は
、「
液
晶
テ
レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ

テ
レ
ビ
」
と
「
衣
類
乾
燥
機
（
電
気
式
と
ガ

ス
式
の
両
方
が
対
象
）」
で
す
。

　

な
お
、
液
晶
テ
レ
ビ
の
う
ち
、
携
帯
テ
レ

ビ
や
カ
ー
テ
レ
ビ
、

浴
室
テ
レ
ビ
な
ど

（
浴
室
な
ど
に
組
み

込
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
設
計
さ

れ
た
も
の
）
は
対

象
か
ら
除
か
れ
ま

す
。

　

な
お
、
衣
類
乾

燥
機
が
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
収

集
の
た
め
、
町
の

「
粗
大
ご
み
」
で
の

収
集
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
ん
の
う
町
で
は
、
水
道
料
金
な
ど
の
滞

納
金
対
策
と
し
て
、
水
道
法
や
ま
ん
の
う
町

給
水
条
例
な
ど
で
規
定
さ
れ
て
い
る
水
道
料

金
な
ど
の
滞
納
者
に
対
し
、
給
水
停
止
の
実

施
を
行
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
独
立
採
算
を
原
則
と
し
て

お
り
、
そ
の
運
営
費
用
は
、
水
道
料
金
で
賄

う
こ
と
が
基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

水
道
料
金
を
毎
月
欠
か
さ
ず
納
め
て
い
る
方

か
ら
見
る
と
、
水
道
事
業
の
原
則
で
あ
る
受

益
者
負
担
の
公
平
性
が
著
し
く
損
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
、
一
日
で
も
早
く
解
消
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

滞
納
金
解
消
の
最
終
手
段
と
し
て
、

「
給
水
停
止
」
を
実
施

　

こ
の
た
び
、
ま
ん
の
う
町
は
、『
ま
ん
の
う

町
給
水
停
止
取
扱
要
綱
』
を
制
定
し
ま
し
た
。

滞
納
金
解
消
の
最
終
手
段
と
し
て
給
水
停
止

を
行
う
こ
と
が
、
こ
の
要
綱
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
給
水
停
止
は
、
督
促
状
、
催
告
書
、

納
入
相
談
通
知
書
な
ど
に
対
し
て
、
分
割
納

入
や
納
入
相
談
に
応
じ
な
い
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

給
水
停
止
の
根
拠

　

水
道
法
第
15
条
第
３
項
、
ま
ん
の
う
町
水

道
事
業
給
水
条
例
第
41
条
お
よ
び
ま
ん
の
う

町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
第
41
条
に
基
づ

き
ま
す
。

　

給
水
停
止
の
理
由
と
し
て
、
①
水
道
使
用

者
な
ど
が
、
工
事
費
、
修
繕
費
、
料
金
、
手
数
料
、

加
入
金
を
指
定
期
限
内
に
納
入
し
な
い
と
き

②
水
道
の
使
用
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く

て
、
使
用
水
量
の
計
量
ま
た
は
検
査
を
拒
み
、

ま
た
は
妨
げ
た
と
き
③
給
水
栓
を
汚
染
の
お

そ
れ
の
あ
る
器
物
ま
た
は
施
設
と
連
結
し
て

使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
警
告
を
発
し
て

も
、
な
お
、
こ
れ
を
改
め
な
い
と
き̶

が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

給
水
停
止
ま
で
の
手
順

　

滞
納
者
に
対
し
て
督
促
状
や
催
告
書
、
納

入
相
談
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
納
期
限
内

に
納
入
相
談
に
応
じ
一
括
ま
た
は
分
割
納
入

の
誓
約
を
し
た
方
は
、
給
水
停
止
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
納
入
相
談
に
対
し
て
返
事
の
な

い
方
や
、
相
談
に
応
じ
て
も
支
払
う
意
思
の

な
い
方
な
ど
に
対
し
て
は
、
①
給
水
停
止
予

告
書
②
給
水
停
止
執
行
書
③
給
水
停
止
執
行

訪
問
書̶

の
順
で
発
送
し
、
最
終
的
に
給
水
停

止
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
支
払
い
の
方
法
は
、
納
入
相
談
時

に
協
議
し
て
決
定
し
ま
す
。

資
源
ご
み
・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
・
給
水
停
止
措
置

年 月日 曜日 時間

平成21年

4月27日

月

5月25日

6月22日

10：00
7月27日

8月24日
〜

9月28日
11：30

10月26日

12月28日

平成22年
1月25日

2月22日

リサイクル料金
対象品目 金額（1台当たり、税込み）

液晶テレビ・プラズマテレビ
15V型以下 1,785円

16V型以上 2,835円

衣類乾燥機 2,520円

水
道
料
金
の
滞
納
者
に
対
し
て
は
、給
水
停
止
を
行
い
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】
水
道
課　

薀
（
７
９
）
０
８
３
０
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香川県警察音楽隊演奏 香川県警察音楽隊演奏 

オートバイトライアル 自転車トライアル 自転車トライアル 

讃岐まんのう太鼓演奏 

観覧・ふ
れあい・

 

食べ物コ
ーナー 

催し盛り
 

だくさん
！ 

芝生広場 
10：00～10：30 

10：40～11：10 

11：20～12：00

開会式（開園記念式典） 

香川県警察音楽隊演奏 

讃岐まんのう太鼓演奏 

多目的広場 
10：00～16：00
ふれあい動物園（白鳥動物園） 

三原記念野球場（少年野球場） 

  9：00～9：30 

11：00～ 

開会式 

試合開始 

第23回三原旗争奪 
　　まんのう町少年野球記念大会 

トライアルランド 

自転車トライアル 

オートバイトライアル 

自転車トライアル体験 

県警白バイ隊トライアル 

ふれあい動物園イメージ 

12：30～12：50 

12：50～13：05 

13：05～13：30 

13：30～14：00

ポニーや
 

たくさん
の動物が

 

やってく
る！！ あなたも

 

挑戦して
みま 

せんか？
 

まんのう町 

〈ゲスト〉 
国際A級 
伏見裕貴さん 

〈ゲスト〉 
元世界チャンピオン 
三野明飛夢（アトム）さん 

まんのう町 

第23回三原旗争奪 
　　まんのう町少年野球記念大会 

長炭 
小学校 

かりんの丘公園 かりんの丘公園 

場所：かりんの丘公園 
　　  仲多度郡まんのう町吉野4314番地1 駐車場約400台 
【主　催】 まんのう町　【問い合わせ先】 まんのう町産業経済課 0877-73-0105

H21.5/3 午前10時～ 日 
※少年野球の開会式は、午前9時～。 ※雨天時は、予定が変更になる場合があります。 

か
り
ん
の
丘
公
園
開
園
記
念
イ
ベ
ン
ト
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ヘ
ル
ス
ル
ス
メ
イ
ト
イ
ト
へ
の
道
の
道 
ヘ
ル
ス
ル
ス
メ
イ
ト
イ
ト
へ
の
道
の
道 
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

1

　

６
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

養
成
講
座
」。
そ
れ
に
先
立
ち
、こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
一
人
前
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活

改
善
推
進
員
）
な
ら
身
に
付
け
て
い
る
「
知
」

や
養
成
講
座
の
様
子
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

養
成
講
座
を
修
了
し
て
も

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
あ
ら
ず

　

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て
活
動
す
る
に
は
、

養
成
講
座
を
修
了
し
た
上
で
、
ま
ん
の
う
町

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に
入
会
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
の
会
話
が

食
生
活
を
変
え
る
き
っ
か
け
に

　

検
査
で
引
っ
掛
か
っ
た
り
、
病
気
に
な
っ

た
り
し
た
と
き
に
、
ふ
と
、
食
生
活
を
改
善

し
よ
う
と
い
う
新
た
な
気
持
ち
が
込
み
上
げ

て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

な
か
な
か
長
続
き
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が

本
音
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
そ
の
気
持
ち
を
継
続
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
と
き
に
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
は
大
き

な
役
割
を
担
い
ま
す
。
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
は
、

食
生
活
や
健
康
に
つ
い
て
、
日
常
会
話
の
中

で
あ
な
た
に
問
題
を
投
げ
掛
け
る
こ
と
で
刺

激
を
与
え
、
あ
な
た
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
食

生
活
を
振
り
返
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、「
普
通
」
の
人
た
ち
が
お
互
い
に
日

常
会
話
で
話
し
合
う
だ
け
で
は
、
単
な
る
「
会

話
」
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
、
養
成

講
座
の
真
骨
頂
が
あ
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
５
回
に
わ
た
る
講
座
を
修
了
し

た
と
き
に
は
、
栄
養
や
調
理
に
関
す
る
基
礎

知
識
だ
け
で
な
く
、
基
礎
的
な
調
理
技
術
に

つ
い
て
も
身
に
付
い
た
状
態
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

そ
ん
な
人
と
食
生
活
や
健
康
に
つ
い
て
会

話
す
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
吸
収
で
き

る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
食
生
活
の
改

善
は
正
直
、
な
か
な
か
一
人
で
で
き
な
い
も

の
で
す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
手
を
差
し
伸

べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

な
の
で
す
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
「
知
」
を

み
ん
な
に
還
元

　

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

生
活
習
慣
の
定
着
を
目
的
に
、
行
政
機
関
の

行
う
事
業
・
行
事
へ
の
参
画
と
、
住
民
や
他

団
体
と
の
協
働
の
両
面
か
ら
、
食
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て
の
活
動
の
大
半
を

占
め
る
も
の
に
、「
地
区
組
織
活
動
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
一
人
一
人
の
健
康
問
題
を

地
域
の
み
ん
な
で
協
力
し
て
解
決
し
よ
う
と

す
る
活
動
で
す
。

　

例
え
ば
、
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ

く
り
運
動
（
健
康
日
本
21
）
の
目
標
達
成
の

た
め
に
、
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
（
自
分
の
身

体
レ
ベ
ル
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
基
づ
い
た
健

康
づ
く
り
を
実
践
し
、
自
己
を
達
成
さ
せ
る

人
）
の
育
成
を
行
う
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

21
事
業
」
や
、「
健
や
か
香
川
21
ヘ
ル
ス
プ
ラ

ン
」
の
目
標
達
成
の
た
め
に
、
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
す
る
「
健
や
か
香
川
21
ヘ
ル
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」、
同
プ
ラ
ン
の
指
標
で
あ

る
野
菜
の
摂
取
量
の
増
加
、
朝
食
の
欠
食
率

の
低
下
を
目
的
に
、
食
育
活
動
を
行
う
「
朝

ご
は
ん
大
好
き
、
野
菜
大
好
き
、
讃
岐
っ
子

事
業
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
他
団
体
と
の
協
働
と
い
う
面

で
は
、
中
讃
テ
レ
ビ
番
組
『
食
育
工
房
』
へ

の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
出
演
な
ど
が
当
て
は
ま

り
ま
す
。

食
育
標
語
24
作
品
を
順
次
掲
載

　

今
月
号
か
ら
来
年
３
月
号
ま
で
、
広
報
誌

に
「
食
育
標
語
」
を
、
毎
月
２
作
品
ず
つ
掲

載
し
て
い
き
ま
す
＝
裏
表
紙
参
照
。

　

こ
の
食
育
標
語
は
、
ま
ん
の
う
町
食
育
推

進
協
議
会
（
会
長
・
大
塚
滝
子
さ
ん
）
が
食
育

の
大
切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
12
月
15
日
か

ら
１
月
13
日
ま
で
一
般
公
募
を
行
い
、
応
募

総
数
３
８
２
作
品
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道

中讃テレビ「食育工房」
　今月の出演者は、まんのう町食生活
改善推進協議会の岡田陽子さん＝写真
右。

　テレビで紹介された料理レシピ（全
品）は、町ホームページや、健康増進
課、各支所の窓口で手に入ります。

絶賛放映中 
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

食改の 
食育だより 
食改の 
食育だより 
食改の 
食育だより 

ツナ水煮缶 

マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

からしバターを 
塗る。 

輪切りした 
ミニトマト 

オーブントースターの天板 

オーブン 
トースターで 
7分ほど、 
こんがりと焼く。 

菜花 

塩を 
ひとつまみ 

さっとゆでる。 

1cm長さに 
切って、 
水気を切る。 

ツナの水気を 
切る。 

オープン 
トースト 
のツナ 

中華スープの 
中の野菜 

バナナ ヨーグルト 

オープントースト 
の食パン 

オープン 
トーストの 
菜花とミニトマト 

中華スープの 
中のささ身 

② 

運動 
水 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 

おやつ 

1
2

3

菜花のオープントースト 菜花のオープントースト 

●エネルギー 458kcal ●タンパク質 16.4ｇ ●脂質 17.2ｇ ●食物繊維 4.6ｇ ●食塩 2.0ｇ 菜花のオープントースト、中華スープ、ヨーグルトバナナ 

カルシウムや鉄分を多く含む「菜花」をパンに載せて 
栄養バランスの取れた朝食にしましょう。 

※メニューをコマにあてはめると 

作り方 

●食パン（4枚切り） 4枚　●菜花 160g　●マヨネーズ 大さじ2　 
●ツナ（水煮缶） 80g　●ミニトマト 80g　●からしバター 20g

600kcal台の栄養バランスメニュー 

食べた物を食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

材料（4人分） 

貯
筋
講
座
� 

筋
肉
を
つ
け
て
、メ
タ
ボ
を
撃
退
し
よ
う
！ 

講
師
／
四
国
学
院
大
学
社
会
学
部
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

　
　
　
片
山
昭
彦
　
准
教
授 

　

こ
の
「
貯
筋
」
と
い
う
言
葉
は
、
誤
植
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
将
来
の
た
め
、

夢
実
現
の
た
め
に
、
コ
ツ
コ
ツ
と
お
金
を
た

め
て
い
く
「
貯
金
」
に
な
ぞ
ら
え
て
、
ま
さ

に
、
皆
さ
ん
が
将
来
の
た
め
、
夢
実
現
の
た
め
、

元
気
に
笑
顔
で
生
活
す
る
た
め
に
、
筋
肉
を

し
っ
か
り
た
め
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
を
込

め
て
「
貯
筋
」
と
い
う
言
葉
を
つ
く
っ
て
み

ま
し
た
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
増
や
せ
る
筋
肉

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
筋
ト
レ
）
は
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

性
別
や
年
齢
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
高
齢

の
方
々
が
、
筋
ト
レ
を
実
践
し
、
筋
量
が
増

大
し
た
と
い
う
報
告
は
、
多
く
存
在
し
ま
す
。

筋
ト
レ
を
始
め
る
の
に
、
も
う
遅
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
の
で
す
。

メ
タ
ボ
を
防
ぐ
３
つ
の
方
法

　

皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）。
こ

れ
を
防
ぐ
に
は
、
内
臓
脂
肪
を
た
め
に
く
い

体
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
で
は
、

そ
の
体
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
何
を
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
方
法
と
し
て
、

次
の
３
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
大
す
る
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

② 

食
事
量
を
減
ら
す
な
ど
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
減
ら
す
食
事
制
限

③ 

基
礎
代
謝
量
を
高
め
る
た
め
の
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

　

こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
食
事
制
限
だ

け
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
せ
っ
か
く
た
め
て

き
た
「
筋
肉
」
を
取
り
崩
す
こ
と
（
筋
量
を

減
ら
す
こ
と
）
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
急
激

な
食
事
制
限
を
す
る
と
、
筋
量
と
基
礎
代
謝

量
が
減
少
し
て
太
り
や
す
い
体
質
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
で
も
、
併
せ
て
行
え

ば
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

も
し
ど
れ
か
ら
し
た
ら
い
い
の
か
迷
っ
た

ら
、
ま
ず
は
、
先
月
号
（
４
ペ
ー
ジ
）
で
ご

紹
介
し
た
「
ゆ
っ
く
り
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

貯
筋
講
座
・
食
育
だ
よ
り



14

多文化共生への扉 多文化共生への扉 多文化共生への扉 
目
指
す
は
、外
国
人
も
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り 

37

地
域
の
守
り
神
 

　
　
　
馬
頭
観
音
菩
薩
 

　

ま
ん
の
う
町
炭
所
西
（
旧
常
包
橋
た
も
と
）

の
お
御み

堂ど
う

に
、
馬
頭
観
音
菩
薩
＝
写
真
＝
と

二
つ
の
お
地
蔵
様
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
。

　

馬
頭
観
音
は
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
か
と

思
う
大
き
さ
で
、
観
音
様
と
い
え
ば
優
し
い

顔
だ
が
、
馬
頭
観
音
は
な
ぜ
か
恐
ろ
し
い
顔

を
し
て
い
る
。
馬
頭
観
音
は
普
通
、
頭
の
上

に
馬
頭
を
頂
い
て
い
る
が
、
こ
こ
の
観
音
様

は
お
腹
の
と
こ
ろ
に
馬
頭
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
昔
、
農
作
業
や
交
通
手
段
に
使
わ
れ

て
い
た
馬
が
、
難
所
の
こ
の
地
で
す
ぐ
横
に

あ
る
土
器
川
に
落
ち
て
溺で

き

死
。
霊
を
弔
う
た

め
に
、
里
人
が
明
治
十
一
年
秋
に
建
立
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
馬
頭
観
音
よ
り
先

に
土
器
川
に
流
さ
れ
た
人
の
「
流
れ
勧か

ん

請じ
ょ
う」

と
し
て
お
地
蔵
様
が
こ
の
地
に
祀
ら
れ
、
馬

の
供
養
で
は
な
く
馬
頭
観
音
が
後
か
ら
祀
ら

れ
た
と
伝
え
る
お
年
寄
り
も
い
る
。

　

昔
は
、
今
あ
る
お
御
堂
は
無
く
、
山
寄
り

に
お
地
蔵
様
は
東
の
方
を
向
き
、
馬
頭
観
音

は
常
包
橋
の
方
を
向
い
て
安
置
さ
れ
て
い
た
。

　

大
井
手
に
あ
る
馬
頭
観
音
も
、
旧
常
包
橋

近
く
に
今
も
住
む
久
保
田
家
の
先
祖
久
保
田

専
太
郎
さ
ん
が
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に

建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
亀
越
池
を
船
で
渡
っ
て
い
る
と
子
供
に
せ

が
ま
れ
乗
せ
た
と
こ
ろ
沈
み
子
供
は
助
か
っ

た
が
、
久
保
田
家
の
先
祖
は
亡
く
な
っ
た
。

そ
の
供
養
の
た
め
に
大
井
手
の
亀
越
池
の
側

に
馬
頭
観
音
を
建
て
た
」
と
伝
え
ら
れ
、
平

野
の
塩
田
秀
憲
さ
ん
が
世
話
を
し
て
い
る
。

　

常
包
に
あ
る
馬
頭
観
音
も
い
つ
の
こ
ろ
か

ら
か
一
月
、
五
月
、
九
月
に
護
摩
を
た
き
、

無
病
息
災
や
交
通
安
全
、
一
家
隆
盛
を
祈
り
、

梵
天
を
も
ら
い
受
け
る
た
め
に
、
大
勢
の
人

が
お
参
り
し
て
い
た
。
今
は
、
吉
本
房
子
さ

ん
と
宮
崎
恵
子
さ
ん
二
人
が
毎
月
十
七
日
に

宮
崎
さ
ん
宅
の
湧わ

き

水み
ず

を
祀
り
大
切
に
守
っ
て

い
る
。

　

常
包
に
あ
る
馬
頭
観
音
は
手
厚
く
守
ら
れ
、

す
す
で
黒
ず
ん
で
い
る
。
大
井
手
の
馬
頭
観

音
は
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
顔
を
見

て
い
る
と
、
す
べ
て
の
煩
悩
を
救
済
す
る
ぞ

と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
文
責　

四
條　

森
近
育
子
）

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
出

身
で
、
仕
事
で
香
川
県
に
来
て
い
ま
す
。

今
年
で
７
年
目
に
な
り
ま
す
。
自
宅
で

英
会
話
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
ま
ん
の

う
町
か
ら
も
生
徒
さ
ん
が
来
て
い
ま
す
。

ま
ん
の
う
町
へ
は
、「
外
国
文
化
講
座
」

で
一
度
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
ま
ん

の
う
町
の
多
く
の
方
々
と
日
本
語
で
ク

リ
ス
マ
ス
の
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
改

め
て
日
本
語
は
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
役
所
な
ど
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
書
類
は
、
文
章
の
表

現
が
難
し
く
、
結
局
ど
う
し
て
よ
い
か

分
か
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
初
め

て
日
本
に
来
ら
れ
た
方
に
、
外
国
人
登

録
の
申
請
や
、
保
険
・
年
金
の
説
明
、

税
務
署
へ
提
出
す
る
書
類
の
書
き
方
な

ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
が
、
最
初
は
、
気
軽
に
聞
け
る

友
人
も
身
近
に
い
な
く
て
大
変
困
り
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
く
れ
る
団
体
の
連
絡
先
が
分
か
る

も
の
が
、
役
所
の
窓
口
に
あ
れ
ば
い
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
国
ア
メ
リ
カ
で
は
、
み
ん
な
が

英
語
を
し
ゃ
べ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
の
大
都
市
で
は
、

英
語
が
し
ゃ
べ
れ
な
い
人
が
多
く
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
「
多
民
族
国
家
」
と
し

て
の
歴
史
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
て
、

行
政
を
変
革
し
て
き
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
は
各
地
域
に
必
ず
教
会

が
あ
り
、
教
会
に
行
け
ば
、
英
語
が
分

か
ら
な
く
て
も
助
け
て
く
れ
る
そ
の
地

域
の
人
が
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
英
語

の
分
か
ら
な
い
子
供
の
た
め
に
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
人
種
に
関
係
な
く
養
子
縁

組
が
で
き
ま
す
し
、
そ
う
す
る
篤
志
家

も
多
い
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
で
き
て
便
利
に

な
る
の
と
、
住
み
や
す
い
地
域
に
な
る

の
と
は
異
な
り
ま
す
。
看
板
や
役
所
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
文
書
を
多
言
語
で
と

ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
せ
め
て
平
仮

名
を
振
っ
て
く
れ
た
ら
分
か
り
や
す
く

な
る
の
に
な
あ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に

何
年
か
い
る
と
、
言
葉
は
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
漢
字
で
書
か
れ

る
と
全
く
読
め
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

住
み
や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
に

も
、
行
政
と
外
国
人
の
間
を
取
り
持
つ

こ
と
が
で
き
る
人
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
ド
ー
ン
・
バ
ー
ク
ナ
ー
）

ふ
る
さ
と
探
訪
・
多
文
化
共
生
へ
の
扉
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多文化共生への扉 多文化共生への扉 

26
シ
リ
ー
ズ
 

「
香
川
人
権
ゆ
か
り
の
地
巡
り
（12）
」
 

二
十
四
の
瞳
像
（
土
庄
町
）

壺
井
榮
と
子
ど
も
の
人
権

　

壺
井
榮
の
代
表
作
『
二
十
四
の
瞳
』。

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
の
春
、
小
豆
島

の
岬
の
分
教
場
に
「
お
な
ご
先
生
」
が
赴

任
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
い
た
ず
ら

で
足
を
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
心
配
し
て
遠
い
道
の
り
を
見
舞

い
に
出
掛
け
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
先
生

と
12
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
仲
良
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
の
ど
か
な
島
の
分
教
場

に
も
日
増
し
に
戦
争
の
暗
い
影
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
す
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
先
生
は
、
再
び
分
教

場
に
赴
任
し
ま
す
。
教
え
子
た
ち
が
歓
迎

会
を
開
い
て
く
れ
ま
す
が
、
男
子
の
多
く

は
、
戦
死
す
る
な
ど
、
か
わ
い
い
教
え
子

た
ち
は
、
戦
争
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。
先
生
も
、
夫
や
母
、
娘
を
戦
争
の

中
で
失
い
ま
し
た
。
子
ど
も
へ
の
愛
情
が

あ
ふ
れ
る
名
作
は
、
１
９
５
４
（
昭
和
29
）

年
に
映
画
化
さ
れ
て
、
小
豆
島
ブ
ー
ム
を

起
こ
し
ま
し
た
。

　

分
教
場
は
、
現
在
も
小
豆
島
町
田
ノ
浦

に
現
存
し
、
近
く
に
映
画
の
撮
影
に
使
わ

れ
た
セ
ッ
ト
を
保
存
し
た
「
二
十
四
の
瞳

映
画
村
」
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
映
画
村
」

で
は
常
時
、

映
画
が
上

映

さ

れ
、

「
壺
井
榮
文

学
館
」も
併

設
さ
れ
て

い
ま
す
。

身
分
制
度
と
人
権

　

人
権
は
、
人
間
に
と
っ
て
一
番
守
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
最
低
限
の
ル
ー
ル

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
で
も
人

権
侵
害
で
あ
る
「
差
別
」
や
「
い
じ
め
」

が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
社
会
科
の
授
業
で
江
戸
時
代

の
身
分
制
度
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
今
で
も
そ
の
差
別
が
残
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
今
ま
で
生
き
て
き
た
十
三
年

間
大
切
な
友
達
に
悪
口
を
言
っ
た
り
言

わ
れ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
こ

れ
は
、
私
だ
け
で
な
く
、
周
り
に
い
る

人
み
ん
な
が
必
ず
経
験
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。誰
で
も
悪
口
を
言
わ
れ
た
り
、

仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
、
差
別
さ
れ

る
こ
と
は
嫌
な
は
ず
で
す
。
そ
う
い
う

嫌
な
思
い
を
し
た
時
や
大
切
な
友
達
が

悲
し
ん
で
い
る
時
に
何
も
し
な
い
の
は

間
違
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
身
分
制
度
に
対
し
、「
差

別
は
お
か
し
い
」
と
立
ち
上
が
っ
た
人

が
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
が
今
の
時
代

に
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
入
学
し
て
「
い
い
集
団

作
り
」
を
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
。
い

じ
め
な
ど
が
あ
る
集
団
は
、「
い
い
集

団
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
も
う
す
ぐ
二
年
生
に
な

り
ま
す
。
今
ま
で
の
こ
と
を
ク
ラ
ス
で

よ
く
話
し
合
い
、「
差
別
」
に
対
し
て

立
ち
上
が
る
気
持
ち
を
持
ち
、
も
っ
と

人
権
に
配
慮
し
て
「
い
い
集
団
」
に
成

長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
」
を
学
習
し
て

　

社
会
科
の「
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
」

の
授
業
を
受
け
て
学
ん
だ
こ
と
は
、「
差

別
」
が
と
て
も
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
昔
の
人
は
、
毎
日
ど
ん
な
思
い

で
過
ご
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ぼ

く
だ
っ
た
ら
生
き
て
い
る
こ
と
が
嫌

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
、
と
考
え
る
と
思
い
ま
す
。
何
も
悪

い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
「
差
別
」

を
受
け
る
。
ぼ
く
は
、
と
て
も
不
思
議

で
す
。
相
手
の
人
は
、
ど
の
よ
う
な
気

持
ち
で
や
っ
て
い
る
の
か
な
あ
と
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
が
さ
れ
た
ら
ど

ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
も
こ
の
世
界
で
は
、「
差
別
」
を

し
て
い
る
人
や
さ
れ
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
顔
の
色
や
障
害
の
有

無
、
体
型
な
ど
の
理
由
で
差
別
を
さ
れ

て
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
つ
ら
い
思
い
を
し
て

い
る
人
が
い
な
く
な
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
も
し
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
人
が
い
た
ら
、
誰
で
あ
ろ
う
と

注
意
を
し
て
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
よ
く
考

え
て
行
動
し
「
差
別
」
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
た
ら
、こ
の
世
界
か
ら
「
差
別
」

と
い
う
言
葉
が
な
く
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

お
花
見
交
流
会
〜
津
軽
三
味
線
鑑
賞
会
〜

と　

き
／
４
月
１
日
（
水
）　

集
合
時
間
／
午
前
９
時

集
合
場
所
／
長
尾
会
館　

※
そ
の
後
、
塩
入
ふ
る
さ
と
研
修
館
へ
移
動
。

参
加
費
／
一
人　

１
、０
０
０
円

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
長
尾
会
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

薀
（
７
９
）
２
０
２
１

人
権
コ
ラ
ム
・
会
館
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

映画の宣伝ポスター

満濃中学校
１年
貞闊  幸余

満濃中学校
１年
平田  将也
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り。）の郵送、電話、ファクシミリの
いずれか◆申込締め切り日／ 5月8
日（金）※琴南公民館や仲南公民館で
も申し込み可。◆その他／お弁当は
必要な方のみ持参。大会中の事故に
ついては、主催者側で応急手当をす
るとともに、１日保険に加入します
が、それ以上の責任は負いませんの
でご了承ください。
【申し込み先／問い合わせ先】
まんのう町教育委員会事務局
　薀0877（73）0108
　FAX0877（73）0113
まんのう町レクリエーション協会
小山雅史
　薀0877（79）3319※ FAX兼用

◆警察官（大卒程度）
◆受付期間／ 4月20日（月）まで◆受
験資格／昭和54年4月2日～昭和63年
4月1日に生まれた者。満21歳以下で
も、満18歳以上で大学（短期大学を
除きます。）などを卒業した者または
平成21年3月31日までに卒業する見
込みの者は受験可。◆第1次試験／
5月9日（土）、10日（日）
【問い合わせ先】
琴平警察署　薀0877（75）0110

◆自衛隊一般・技術幹部候補生
◆受付期間／ 4月1日（水）～5月12日
（火）◆受験資格／平成22年4月1日
現在20歳以上26歳未満の者で大学卒
業程度の学力を有する者（22歳未満
は大卒見込み者を含みます。）、大学
院修士課程修了者（見込みを含みま
す。）は28歳未満◆第1次試験／ 5月
16日（土）、飛行要員のみ17日（日）
【問い合わせ先】
自衛隊善通寺地域事務所
　薀0877（63）2363

◆国家公務員（Ⅰ種）
◆受付期間／ 4月1日（水）～4月8日
（水）◆受験資格／昭和51年4月2日～
昭和63年4月1日生まれの者など◆第
1次試験／ 5月3日（日）

◆国家公務員（Ⅱ種）
◆受付期間／ 4月13日（月）～4月22
日（水）※インターネットでの申し込
みの場合は、4月11日（土）～4月15日
（水）◆受験資格／昭和55年4月2日～
昭和63年4月1日生まれの者など◆第
1次試験／ 6月21日（日）

◆国税専門官
◆労働基準監督官
◆法務教官
◆受付期間／ 4月1日（水）～4月14日
（火）◆受験資格／昭和55年4月2日～
昭和63年4月1日生まれの者など◆第
1次試験／ 6月14日（日）
【問い合わせ先】
人事院四国事務局　第二課試験係
　薀087（831）4765

◆外務省専門職員
◆受付期間／ 4月6日（月）～4月22日
（水）◆受験資格／昭和55年4月2日～
平成元年4月1日生まれの者など◆第
1次試験／ 6月20日（土）、21日（日）
【問い合わせ先】
外務省人事課採用班
　薀03（3580）3311　内線2131

◆海上保安学校学生（特別）
◆受付期間／ 4月1日（水）～4月8日
（水）◆受験資格／昭和60年4月2日以
降に生まれた者で次に掲げる者①高
等学校または中等教育学校を卒業し
た者および平成21年9月までに高等
学校または中等教育学校を卒業する
見込みの者②人事院が①に掲げる者
と同等の資格があると認める者◆試
験種別／船舶運航システム課程◆第
1次試験／ 5月17日（日）
【問い合わせ先】
備讃瀬戸海上交通センター整備課
管理係　薀0877（49）3366

◆ 手話奉仕員養成講座（入門
課程）受講者

◆申込期間／ 4月1日（水）～4月30日
（木）※必着◆受講資格／満18歳以上
で、手話奉仕員活動をしようとする
方かつ5月～11月の講座（全13回）す
べてに参加できる方◆開催日時／ 5
月16日（土）～11月14日（土）、毎月第
1・3土曜日が基本、午後1時30分～
午後4時40分◆会場／丸亀市保健福
祉センター（ひまわりセンター、丸
亀市大手町二丁目1番7号）※駐車ス
ペースが限られていますので、公共
交通機関のご利用を。◆受講料／無
料。ただし、テキスト代として1,200
円が必要。テキストは開講式のとき
に販売。◆受講申し込み方法／往復
はがきに、受講者の①住所②氏名（ふ
りがな）③年齢④電話番号とファッ
クス番号―を、返信はがきのあて名
にも受講者の住所と氏名を記入。

【申し込み先／問い合わせ先】
香川県聴覚障害者福祉センター
「手話奉仕員養成講座」係
〒761-8074
香川県高松市太田上町405番地1
　薀087（868）9200
　FAX087（868）9201

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

情
報
ひ
ろ
ば

 氏名 生年月日 保護者名 地区

建
たて

石
いし

　 遼
りょう

 1.26 修治 造田

鐡
よし

井
い

創
そう

泰
た

 1.30 尚志 吉野

眞
ま

鍋
なべ

葵
あお

衣
い

 1.29 誠 炭所西

生
いく

田
た

紗
さ

良
ら

 2. 5 浩平 羽間

多
た

田
だ

羽
ね

音
おん

 2.17 明史 四條

松
まつ

葉
ば

亮
りょうたろう

太朗 2.17 武智 勝浦

伊
い

井
い

月
る

南
なん

 2.25 史幸 吉野

 死亡者名 死亡年月日 年齢 地区

高
たか

橋
はし

良
よし

顴
のり

 2. 1 82 吉野下

王
おう

尾
び

ミユキ 2. 3 84 佐文

河
かわ

田
た

スミ子
こ

 2. 3 78 真野

入
いり

倉
くら

英
えい

一
いち

 2. 4 44 宮田

香
か

川
がわ

キヨ子
こ

 2. 6 86 七箇

角
すま

田
だ

琴
こと

次
じ

郎
ろう

 2.10 84 公文

増
ます

田
だ

トモ子
こ

 2.11 72 炭所東

宮
みや

武
たけ

ミツヱ 2.13 95 炭所西

山
やま

内
うち

トシヱ 2.13 93 真野

香
か

川
がわ

勝
かつ

義
よし

 2.15 88 真野

近
ちか

石
いし

キ ク 2.15 87 七箇

三
み

好
よし

ハツ子
こ

 2.16 86 川東

近
こん

藤
どう

昭
あき

史
ふみ

 2.18 72 四條

川
かわ

西
にし

重
しげ

義
よし

 2.21 88 東高篠

松
まつ

浦
うら

カツ子
こ

 2.21 86 吉野

闍
たか

屋
や

舖
しき

サチ子
こ

 2.24 71 岸上

森
もり

　 明
あき

文
ふみ

 2.25 77 川東

山
やま

下
した

寅
とら

男
お

 2.26 82 買田

2月届け出分

2月届け出分

募　　集
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　『まんのう町人権教育・啓発に関
する基本計画（案）』について、「まん
のう町パブリック・コメント手続要
綱」に基づき、皆さまからのご意見
を次のとおり募集します。
◆資料入手方法／役場本庁、各支所、
美合出張所、長尾会館および各公民
館で閲覧可能。町ホームページから
もダウンロード可。◆募集期間／ 3
月25日（水）～4月13日（月）※郵送の
場合は、同日必着。◆意見送付方法
／「まんのう町パブリックコメント
意見提出用紙」にご記入の上、次の
方法によりご提出ください。①企画
政策課人権推進室への書面の持参②
郵送（〒766-0022まんのう町吉野下
430番地）③ファクシミリ：0877（73）
0112④電子メール：ｋｉｋａｋｕ@ｔｏｗ
ｎ.ｍａｎｎｏ.ｌｇ.ｊｐ
※電話による受付はいたしません。
【問い合わせ先】
まんのう町企画政策課人権推進室
　薀0877（73）0106

◆受付期間／ 4月1日（水）～6月30日
（火）※土日、祝日を除く平日午前8
時30分～午後5時15分◆対象者／水
稲、麦、大豆を作付けされる担い手
農家や集落営農組織の皆さま◆受付
窓口／中国四国農政局香川農政事務
所地域第一課（坂出市福江町2‐2‐
3）※農業改良普及センターに出張受
付窓口を開設。◆その他／水田経営
所得安定対策や米政策改革に対する
ご意見やご要望などを受け付けるた
めの相談窓口「水田経営相談窓口（愛
称：農政安心ダイヤル）」（薀087・

831・8180）を設置。
【問い合わせ先】
中国四国農政局　香川農政事務所
地域第一課　薀0877（46）5144

　平成21年4月～平成22年3月分の国
民年金保険料は、月額14,660円です。
この保険料を割り引く方法として、
「前納」制度や「早割」制度がありま
す。
◆前納／（1年）現金納付で3,120円、
口座振替で3,690円の割引。（6カ月）
現金納付で710円、口座振替で1,000
円の割引。※納付期限と口座振替日
は、4月30日（木）。◆早割／当月末
振替にすれば、月額50円の割引。◆
手続き方法／通帳、通帳の届け出印、
年金手帳など基礎年金番号の分かる
物をご持参の上、社会保険事務所ま
たは金融機関の窓口でお申し込みく
ださい。口座振替の申込用紙は、金
融機関や社会保険事務所の窓口のほ
か、社会保険庁ホームページ（ｈｔ
ｔｐ://ｗｗｗ.ｓｉａ.ｇｏ.ｊｐ）からプ
リントアウトして社会保険事務所へ
郵送でお申し込みいただくこともで
きます。
【問い合わせ先】
香川社会保険事務局善通寺事務所
国民年金課
　薀0877（62）1660

◆関節リウマチ講演会（無料）
◆日時／ 4月9日（木）午後3時～午後
4時30分◆会場／丸亀市保健福祉セ
ンター（ひまわりセンター）4階研修
会議室1・2◆演題／リウマチの治療
◆講師／倉田典之先生（宇多津クリ
ニック）◆その他／講演終了後、療
養相談あり。
【問い合わせ先】
ＲＡほのぼの会　牛田
　薀0877（62）9398※ FAX兼用

◆ 満濃池めぐり～池文化十四
景・弘法うどん打ち体験～

◆日時／ 4月12日（日）午前9時15分
～◆所要時間／ 3時間（見込み）◆
集合場所／満濃池堤防東端（かりん
市西側）◆料金／ 1,700円◆申し込

み先／ＪＲ丸亀駅ワーププラザ（薀
0877・25・0170、午前10時～午後5時、
年中無休）
【問い合わせ先】
まんのう池コイネット
（かりん会館内、水曜日休館）
　薀0877（75）0200

◆ 遺言・相続に関する無料法
律相談

◆日時／ 4月14日（火）午前10時～午
後4時◆会場／香川県弁護士会館（高
松市丸の内2‐22）◆相談方法／面談
による相談※1回30分以内、電話相
談は実施しません。◆その他／完全
予約制。相談をご希望の方は、4月
10日（金）までに、お電話でお申し込
みを。
【申し込み先／問い合わせ先】
香川県弁護士会事務局
　薀087（822）3693

◆ 第14旅団創隊3周年・善通
寺駐屯地開設59周年記念
行事

◆日時／ 4月26日（日）午前8時45分
～午後3時◆会場／陸上自衛隊善通
寺駐屯地（善通寺市南町2‐1‐1）◆
内容／記念式典、模擬戦闘訓練、空
挺降下、音楽演奏、戦車などの体験
搭乗、模擬売店など◆その他／当日
は、車両の混雑が予想されますので、
公共交通機関をご利用ください。Ｊ
Ｒ善通寺駅からシャトルバス（約20
分間隔）が運行されます。詳細内容
は、ホームページにて「第14旅団」で
検索可能。
【問い合わせ先】
陸上自衛隊第14旅団司令部
総務課広報班
　薀0877（62）2311　内線253

◆第26回
　まんのうウオークラリー大会

～空海の知恵にふれる～
◆日時／ 5月17日（日）午前9時受付
開始◆集合場所／かりん会館（小雨
決行）◆コース／約5㎞◆参加費／無
料◆申し込み方法／申込書（教育委
員会、琴南公民館、仲南公民館にあ

情
報
ひ
ろ
ば

皆さまのご意見を
お待ちしています

催　し　物

水田経営所得安定対策
の加入申請受付を開始

国民年金保険料を安く
できる方法があります



の行事予定 の行事予定 

18

交
通
安
全
の
出
発
点
は
、「
家
庭
」

「まんのう町の交通安全を考える」と題して意見交換を行うパネリスト

　第3回まんのう町交通安全活動推進大会（まん
のう町交通安全母の会連合会主催）が2月11日、
満濃農村環境改善センターで開催されました。
　大会では、平成20年度交通安全図案・標語入
選者の表彰の後、昨年、まんのう町で５人の方が
交通事故の犠牲になったことを踏まえ、「まんの
う町の交通安全」についての意見交換が行われま
した。小中学生やその親、高齢者世代の意見発表
に続き、栗田町長、秋山雅則琴平警察署交通課長
とともに、交通事故に遭わないための心構えなど
を話し合いました。
　この意見交換を通して、参加者らは、より積極
的な交通安全活動に努めることを再確認しました。

満濃中学校１年生による合唱（２月15日）

　オーケストラの演奏会が2月14、15日の両日、
町民文化ホールで開催されました。
　演奏会は、指揮に新田孝さん、演奏に東京フェ
スティバルオーケストラを迎え、リチャード・ロ
ジャース作曲「サウンド・オブ・ミュージック」
などの演奏や、J. シュトラウス作曲ワルツ「美し
き青きドナウ」（ヒュー・ハーマン原作）を鈴木
啓世さんによる脚色・映像と前田聡子さんによる
ナレーションも交えて披露されました。
　このほか、琴修会琴平支部ティンクルによる大
正琴の演奏や、コーラス トゥッティなどによる合
唱がオーケストラの伴奏によって行われました。

会
場
は
、プ
ロ
の
生
演
奏
目
当
て
の
来
客
で
い
っ
ぱ
い

脈
々
と
続
く
日
中
間
交
流 着物姿の研修生と参加者で記念写真

　国際交流の集いが2月8日、まんのう町農村婦
人の家で開催されました。
　この集いは毎年、神野公民館とニーハオ同好会
（会長・渡邊善弘さん）が主催し、町内の企業で
研修生として働く江蘇省出身の中国人3人を招い
て、親睦を深めようと企画されたものです。
　この日は、同好会の方の通訳で、一緒にギョー
ザなどを作ったり、日本語や中国語で歌を歌った
り、着物の試着などをしたりしました。着付けを
してもらった研修生らは、自身が持って来たコン
パクトデジタルカメラで、自分の「晴れ姿」を、
同好会の方に撮ってもらっていました。

パンティーストッキングを使って頭をけがしたときの対処法を教える藤原さん

　防災ボランティア養成研修会（まんのう町赤十
字吉野奉仕団主催）が2月22日、吉野体育館で
行われました。
　今回で4回目を迎えるこの研修会は、防災意識
を高めてもらうとともに、防災について学んだこ
とを他の人たちにも広めてもらおうと企画され、
地元の子供など約50人が参加しました。
　研修会の講師に日本赤十字社香川県支部事業
推進係長の藤原淳子さんを迎え、スーパーのビ
ニール袋を使った炊き出しの仕方や、ばんそう
こうにはさみで切り込みを入れて使う方法、パン
ティーストッキングを災害時の応急手当の道具
として使う方法などを教わりました。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

第３回まんのう町交通安全活動推進大会 森のコンサート

国際交流の集い 防災ボランティア養成研修会

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
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Event Schedule in April

平成21年 町内の110番・119番 

スポーツの結果　（敬称略） 

4月 
テレフォンサービス　　 
�（73）4400（日・祝日のみ） 

休日当番医 
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日 行　事　名 時　間 場　所

2（木）日
未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

3（金）日
胃・子宮・乳がん検診 8:30～11:00 琴南農改センター

人権相談 10:00～15:00 長尾会館

6（月）日 栄養相談
（要予約薀73-0126） 役場本庁

8（水）日
心配ごと相談 9:00～12:00 琴南農改センター

行政相談 10:00～15:00 役場本庁

1歳6カ月児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

9（木）日

こころの健康相談
（要予約薀73-0126） 役場本庁

胃・子宮・乳がん検診 8:30～11:00 琴南総合センター

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

身体・知的障害者相談 13:30～16:30 仲南支所

10（金）日
胃がん検診 8:30～11:00 中通児童館

健康相談 9:30～11:30 四条公民館

13（月）日 胃・子宮・乳がん検診 8:30～11:00 仲南農改センター

15（水）日 乳幼児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

16（木）日
身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

17（金）日
行政相談 9:00～12:00 琴南農改センター

健康相談 13:30～15:30 上種子集会所

21（火）日 栄養教室（がん予防／
要予約薀73-0126） 満濃農改センター

22（水）日 1歳6カ月児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

23（木）日

こころの健康相談
（要予約薀73-0126） 琴平ゆうあいの家

胃・子宮・乳がん検診 8:30～11:00 仲南農改センター

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 吉野体育館

行政相談・心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

法律相談
（要予約／まんのう町
社協薀73-3313）

13:00～16:00 満濃農改センター

28（火）日 乳幼児健診 13:30～14:30 仲南農改センター

30（木）日 未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

日 科 医療機関名 電話番号

5日
内科 いわさき循環器科内科クリニック 75－2700

外科 たかお整形外科医院 75－1127

12日
内科 池田内科医院 73－2366

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

19日
内科 永生病院 73－3300

外科 山田外科医院 73－5211

26日 内科 林医院 75－5125

29日 内科 岩闢医院 75－5161

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

区　分 2月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 26（20） 58（ 58）

人身（件） 10（14） 24（ 27）

死亡（件） 1（ 0） 1（ 1）

救急出動
火災（件） 0（ 2） 1（ 2）

救急（件） 60（93） 143（173）

※（　　）内の数字は昨年同期の件数

日 大会名 場　所 結　　果

2
月
22
日（
日
）

まんのう町
グラウンドゴル
フ協会杯大会

吉野公民館
グラウンド
参加 :72人

優　勝：旭　八重子（新目）

準優勝：貞広光雪（炭所東）

第３位：筒井良隆（吉野）

4
月
の
行
事
予
定
・
休
日
当
番
医
・
町
内
の
110
番
119
番
・
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
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琴南小学校  5年  森　 祐貴 「大空を舞うトンビ」 

琴南小学校  2年  造田 志帆 「かさこじぞう」 

「
お
い
し
い
ね 
  

い
っ
ぱ
い
食
べ
て 
   

元
気
な
身
体
」 

「
か
あ
さ
ん
の 

  

み
そ
し
る
お
い
し
い 

   

あ
さ
ご
は
ん
」 長

炭
保
育
所
　

土
井 

爽
生 

仲
南
東
幼
稚
園
　

國
重 

智
美 

再生紙を使用しています。 
リサイクル可能な大豆油インクを 
使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 

※所属名は、応募時のもの 
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舎
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ニ
ュ
ー
ア
ル
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去
年
、
長
炭
小
学
校
で
は
、
大
き
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
校

舎
の
耐
震
工
事
で
す
。
二
学
期
の
九
月

に
仮
設
校
舎
へ
の
引
越
し
が
あ
り
ま
し

た
。
小
学
校
の
玄
関
か
ら
、
運
動
場
を

通
っ
て
、
重
い
荷
物
を
運
ぶ
の
は
大
変

で
し
た
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ

て
、
無
事
に
移
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
給
食
も
以
前
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

で
、
全
学
年
一
緒
に
食
べ
て
い
ま
し
た

が
、
仲
南
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
届
け
ら

れ
た
給
食
を
、
自
分
た
ち
の
教
室
で
食

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
育
館
や

運
動
場
が
思
う
よ
う
に
使
え
な
い
な

ど
、
不
便
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
近
く
の
河
川
じ
き
で
運
動
し
た

り
、
掃
除
の
時
間
は
仲
良
し
班
で
下
級

生
と
上
級
生
が
協
力
し
た
り
す
る
な

ど
、
良
い
点
も
あ
り
、
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
三
学
期
に
は
、
校
舎
の
工
事
が
終
わ

り
、
仮
設
校
舎
か
ら
、
元
の
校
舎
に
引

越
し
を
し
ま
し
た
。
二
度
目
の
引
越
し

だ
っ
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
校
舎
は
、
私

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

壁
が
入
っ
て
い
た
り
、
窓
の
と
こ
ろ
に

は
、「
耐
震
ブ
レ
ス
」
と
い
う
支
え
の

棒
が
入
っ
て
い
た
り
と
、
様
々
な
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
引
越
し
も
大
変

だ
っ
た
け
れ
ど
、
工
事
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
人
た
ち
は
、
本
当
に
大
変
だ
っ

た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
教
室
の
戸

や
窓
も
新
し
く
な
り
、
壁
も
真
っ
白
に

塗
り
替
え
ら
れ
て
、
と
て
も
き
れ
い
で

す
。
上
靴
の
あ
と
な
ど
を
つ
け
な
い
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。 

　
今
は
、
卒
業
式
に
間
に
合
う
よ
う

に
、
体
育
館
と
遊
具
の
設
置
工
事
を
し

て
い
ま
す
。
大
切
な
税
金
で
作
っ
た
も

の
で
す
。
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
大

切
に
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
新
し
く
な
っ
た
長
炭
小
学
校
で
、

友
達
や
先
生
と
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

長炭小学校  5年 
藤 田  優 花 

今月の 
リポーター 




